
茨城⼤学の
『現場が動きだす教育マネジメント』

茨城⼤学 全学教育機構
副機構⻑/教授 嶌⽥ 敏⾏

R5.9.8 茨城⼤学 公開拡⼤FD
「現場が動きだす⼤学教育のマネジメントとは
『学修の質保証』への転換」



はじめに
• 後半では、ワークとデータを通して、茨城⼤学の教育の内部質保証の特
⾊について報告します。
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ワーク１ 教育の⽬標
貴学（もしくはある学部）のディプロマ・ポリシーを
挙げてください。
よく思い出せない場合はキーワードのみでも可
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学内の方

茨城大学以外の方

学内：公開FDワーク1 教育の⽬標
https://forms.office.com/r/gX8TPZeK6w

学外：公開FDワーク1 教育の⽬標
https://forms.office.com/r/BuKwFEgSUx



茨城⼤学の教育⽬標 4
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在学⼊学前 卒業

茨城⼤学の教育⽬標:
「変化の激しい21世紀に
おいて社会の変化に主
体的に対応し、⾃らの将
来を切り拓くことにできる
総合的⼈間⼒を育成す
ること」

⾝につけるべき5つの能⼒
（茨城⼤学型基盤学⼒）
①世界の俯瞰的理解、②
専⾨分野の学⼒・スキル、
③課題解決能⼒・コミュニ
ケーション⼒、④社会⼈とし
ての姿勢、⑤地域活性化
志向

新⼊⽣
調査

卒業時調査在学⽣調査
（学⽣⽣活、学び）

授業
アンケート 進路データ

成績
データ

企業調査

既卒者調査

卒論ルーブリック

DPレーダーチャート

H28:AOオフィス
設置

H27:アクティブ・ラーニング科⽬
教養︓93% 専⾨︓67％

測定したい能⼒に応じて
様々な学修成果の測定

（可視化）を整備
H29〜:クォーター制導⼊による
⻑期学外学修プログラム導⼊

⼀貫した学⽣データによるエンロールメント・マネジメント

学⽣⽣活
とデータ



全学のDP（学⼠課程）
（世界の俯瞰的理解）⾃然環境、国際社会、⼈間と多様な⽂化に対
する幅広い知識と俯瞰的な理解
（専⾨分野の学⼒）専⾨職業⼈としての知識・技能および専⾨分野に
おける⼗分な⾒識
（課題解決能⼒・コミュニケーション⼒）グローバル化が進む地域や職域
において、多様な⼈々と協働して課題解決していくための思考⼒・判断⼒・
表現⼒、および実践的英語能⼒を含むコミュニケーション⼒
（社会⼈としての姿勢）社会の持続的な発展に貢献できる職業⼈として
の意欲と倫理観，主体性
（地域活性化志向）茨城をはじめとする地域の活性化に⾃ら進んで取り
組み、貢献する積極性
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DP達成度聴取例 6
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⾃然環境に対する幅広い知識

国際社会に対する幅広い知識

⼈間と多様な⽂化に対する幅広い知識

世界を俯瞰的にとらえるための視
点、視野および素養

（世界の俯瞰的理解）⾃然環境、国際社会、⼈間と多様な⽂化に
対する幅広い知識と俯瞰的な理解

在学⽣︓
⾝につけつつあるか
卒業時︓
⾝につけたか
卒業３年後︓
役に⽴っているか
就職先企業︓
本学学⽣がこのような
知識などを持っているか

合
成

場
合

※要素分解の際にリテラシー、コンピテンシーについて、あまり意識はしていない



世界の俯瞰的理解 専⾨分野の学⼒
課題解決⼒・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ⼒ 社会⼈としての姿勢 地域活性化志向

学位授与⽅針(DP)の要素・能⼒を指標とした学びの追跡

1 2 3 4

①１年ごとのDP達成度

②４年間のDP達成度

③３年後の
DP活⽤度

⼊学時から卒業後まで、DP達成度（学修成果）を追跡し全学で共有

就職先

④DP達成度（直接）

7
全学共通DPの5つの要素・能⼒

意⾒反映

DP
導⼊教育
（コミットメントセレモニー）

DP︓diploma policy



DPをどのように作るのか
• ３つのキャンパスに分かれているので、せめてDPは１つにしよう、という考え
があり根幹部分を作る。
• 学内的には改⾰が進まず「何もしない⼤学」と思われているのでは、という
危機感。
• １つのDPを作って、そこに追加と再解釈のみを許可することで⼀体的な
DPを策定。
• DPの策定とCPの策定を同時に⾏うことで整合性を確保。
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コミットメント・セレモニー 9
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茨城⼤学 基幹webサイトより転載
https://www.ibaraki.ac.jp/news/2023/04/07011953.html



⼊学式当⽇のコミットメントセレモニーやコミットメントブックをとおして、
ディプロマ・ポリシーで定めた5つの⼒の理解が進みましたか︖ 10
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新

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018

2019

2020

2021

2022

2023

(1)かなり進んだ (2)ある程度進んだ (3)あまり進まなかった (4)ほとんど進まなかった



茨城⼤学の教育をとおして、ディプロマ・ポリシーで定めた5つの⼒を
⾝につけることが期待できますか︖ 11
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新

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018

2019

2020

2021

2022

2023

(1)かなり期待できる (2)ある程度期待できる (3)あまり期待できない (4)ほとんど期待できない(不安である)



ワーク２ 教育の改善活動
貴学では、授業レベル、カリキュラムレベルで教育改善を
図っていますか︖
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学内：公開FDワーク２教育改善活動
https://forms.office.com/r/fAdKf1QrgT

学外：公開FDワーク２教育改善活動
https://forms.office.com/r/XkjqxB6AYP

学内の方

茨城大学以外の方



教員ごとの授業や
教育改善状況の定期的点検

教育プログラムでの有効性検証︓
（≒認証評価の基準・観点を活⽤△）
DPに照らした学習成果の測定とその結
果に基づく現状把握。CP、APの点検。

学位プログラムの有効性検証︓
（≒認証評価の基準・観点を活⽤○）
学科等FDミーティングの結果の共有と
組織的対応、FD研修会実施

⼤学教育の有効性検証︓
（≒認証評価の基準・観点を活⽤◎）
現状把握と制度設計、リソース配分

学科等

教員

学部等

全学

I
R
＋
I
E
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報告 調整

4階層での質保証

授業データ、アンケートデータ

各種学⽣調査データの定期的配
信、データリクエスト対応

各種学⽣調査データの定期的配
信、データリクエスト対応、基礎デー
タセット（認証評価等対応）

基礎データセット（主要数値、ファ
クトブック、認証評価等対応）

実際は、メンバー構成で対応 Department of Assessment and Planning for Higher Education, Ibaraki Univ., 2023



場ときっかけとコンテンツ

• どのように学修成果を測るか。
• 学内に眠っているデータを使う。みんなで使う。
• とにかく測る。みんなに⾒てもらう。
• ⽬標があって現状が分かれば差分をどうするか（≒評価）。

• 測ったデータを使って、どうやってみんなを改善に仕向けるか。
• ⽇常化、習慣化。役割分担。測る側と使う側。
• 現場が欲しいもの、こちらが持っているもの。
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場︓既存の会議体、定例的な会議体を活⽤
きっかけ︓とにかく⾒てもらう → 定例化、ルール化
コンテンツ︓とにかく測る



成績データ、授業アンケートを
閲覧しながら、毎年、授業点検を実施
【習慣化】【ワークフロー化】【システム化】
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教員がカリキュラム単位で、成績分布や授業アンケートやシラバスを
相互に点検し、改善する仕組み（⽂化）を醸成
【習慣化】【定常化】【システム化】
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弱い活⽤と強い活⽤ 17

重視される点⾏動（改善）を促すもの重視点

即効性（クリティカル）データが直接⽰すものデータ強い活⽤

継続性（サステイナブル）、
⼈と⼈との繋がり、組織⼒

データから促される議論によ
る現状（⽬標との差分）の
共有、合意

教職員
（現場）

弱い活⽤

• IRがデータを集めて、配っただけでは、たぶん、うまく⾏かない。どうすれば
よいか。次の⾏動を促すには︖（→ 場ときっかけとコンテンツの提供）

• 内部質保証について、誰が指揮を執るのか。→ 整備しつつあるので
は︖

Department of Assessment and Planning for Higher Education, Ibaraki Univ., 2023



この授業の内容を理解できましたか︖
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共通教育科⽬

専⾨科⽬

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022

2021

2020

2019

2018

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022

2021

2020

2019

2018

とてもよく理解できた 概ね理解できた どちらともいえない あまり理解できなかった 全く理解できなかった



この授業に全体として満⾜しましたか︖
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共通教育科⽬

専⾨科⽬

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022

2021

2020

2019

2018

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022

2021

2020

2019

2018

⼗分に満⾜ 概ね満⾜ どちらともいえない やや不満 かなり不満



キャンパスライフ・学⽣指導点検 20
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学習⽀援、⽣活⽀援等のニーズは把握されているか。
問題のある学⽣に関する情報は共有されているか。
必要な研修（学⽣相談、メンタルヘルス）や安全対策は実施されている
か。

※⽀援の満⾜度の測定は難しい。

S︓実施済（ルーチン化）、A︓実施し概ねルーチンになりつつある B︓着⼿済み F︓未着⼿または不明



学修成果点検 21
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卒業時の学修成果の測定は⾏っているか。
卒業後数年経過の卒業⽣からの学修成果の調査は⾏っているか。
就職先から卒業⽣の学修成果の調査は⾏っているか。
これらのデータは現場の教員等が活⽤できるようになっているか。
これらのデータを⽤いて、現場の教員らが学修成果について議論ができる
体制になっているか。

※教育改善に必要なのは、場ときっかけとコンテンツ。

S︓実施済（ルーチン化）、A︓実施し概ねルーチンになりつつある B︓着⼿済み F︓未着⼿または不明



シラバス点検 22
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項⽬（授業名、担当教員名、授業の⽬的・到達⽬標、授業形態、各
回の授業内容、成績評価⽅法、成績評価基準、準備学習等について
の具体的な指⽰、教科書・参考⽂献、履修条件等）は埋まっているか。
15回分の授業の内容の記述はあるか。
授業外学習時間の記述はあるか。
DPとの関連はあるか。
シラバスガイドはある。
点検⼿順などが決まっているか。

S︓実施済（ルーチン化）、A︓実施し概ねルーチンになりつつある B︓着⼿済み F︓未着⼿または不明



カリキュラム点検 23
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授業アンケートの実施結果をタイムリーに授業担当者にデータを提供され
ているか。
成績データは本⼈がすぐに点検できるようになっているか。
教育プログラムの成績分布の点検を⾏っているか（教務委員会等での実
施やFDミーティングが想定される。）
CPどおりに科⽬が配置されているか点検を⾏っているか。

S︓実施済（ルーチン化）、A︓実施し概ねルーチンになりつつある B︓着⼿済み F︓未着⼿または不明
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